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日本産チャルメルソウ属および近縁種（ユキノシタ科）の自然史
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Yudai Okuyama: The natural history of Mitella spp. in Japan and their close relatives (Saxifragaceae)

はじめに
　チャルメルソウ属は，世界に20種，そのうち日本に11種が知られているユキノシタ科多年
草の一群である．近年の著者らの一連の研究から，本属は植物の生態的種分化や適応進化，
多様化メカニズムを考察する上で優れたモデル系であることが明らかになってきた．また国
内に3新種があることが分かっており，広域分布種であるコチャルメルソウやチャルメルソ
ウの種内遺伝的分化も著しいなど，分類学的にも興味深い材料である．すでにこのチャルメ
ルソウの仲間についての一連の研究については奥山（2012）でまとめたばかりであるため，
本稿では，今後チャルメルソウ属の研究の裾野がさらに広がることを期待し，これまでの著
者および先達が蓄積してきたチャルメルソウ属各種の自然史についての知見を詳細にまとめ
ることとした．

各種の自然史
・ズダヤクシュ Tiarella polyphylla D. Don
　本種はチャルメルソウ属ではないが，チャルメルソウ属自体が多系統群であるため，系統
的には本種もチャルメルソウの仲間として取り扱うのが妥当である．実際，花や果実以外は
特にエゾノチャルメルソウに良く似ていて，著者も何度か間違えて採集したことがある．本
種と混生し，間違える可能性があるのはコチャルメルソウとエゾノチャルメルソウだが，こ
れらの種では根茎が横に這うのに対し，ズダヤクシュは根茎が直立するので区別できる．本
種は東アジアからヒマラヤまで著しく広い分布域を持つ種で，生物地理学的にも大変興味深
い．また，中国南部のものは花がピンク色で，形態的にも多少日本のものとは異なっている
ため分類学的な再検討も必要であろう．ズダヤクシュ属は2つの心皮が非対称に成長した果
実の形で特徴付けられるが，これは，下部の心皮が雨滴によって下に押し下げられた後に跳
ね上げられる「跳ね台機構 spring-board mechanism」による種子散布に適応したものであり

（Savile 1975），杯状の果実による雨滴散布を行うチャルメルソウ属と比較すると，果実あた
りの種子サイズはやや大きく数が少ない代わりに，より大きな散布距離が得られるものと考
えられる．本種はチャルメルソウ属とは異なり，キノコバエの仲間は全く訪花せず，小型の
ハナアブやコハナバチなどが送粉している（Okuyama et al. 2008）．両性株のみが存在し，自
家和合性であるが，北米産のズダヤクシュ属は全て自家不和合性である．
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・マルバチャルメルソウ Mitella nuda L.
　チャルメルソウ属としては例外的な広域分布種であり，東北アジアから北米北部に分布す
る．本種は日本産では唯一マルバチャルメルソウ節に属する種であり，他種とは雄蕊の数
が10あることではっきり区別でき（図1A），草姿もむしろチドメグサ類に似ており著しく異
なっている．形態から類推できるように本種は日本産の他種とは系統的にも全く異なったも
のであり，姉妹種は北米東部に分布する M. diphylla L. である（Okuyama et al. 2008, 2012）．
日本産を含め，東北アジア産のものは染色体数が2n=14の2倍体であるのに対し，北米産のも
のは2n=28であり，こちらはおそらく同質4倍体である．本種は日本では分布が限られ，北海
道東部と長野県に局地的に見られるが，多くの場所では個体数はあまり多くない．本種は他
のチャルメルソウ属の多くの種と同様，口吻の短い数種のキノコバエ類によって送粉される
が，これは他種とは別に独自の進化を遂げた結果である（Okuyama et al. 2008）．おそらく自
生地との温度や光環境の著しい違いのため，本種の栽培株を関東以西で開花させることは至
難であり，このことが研究の大きな障害となっている．自家不和合性？（花： 図1A）．

図1．	日本産チャルメルソウ属各種の花．A： マルバチャルメルソウ（北海道産），B： エゾノチャルメル
ソウ（岩手県産）．葯と萼片が対生する，C： コチャルメルソウ（大分県産）．葯と花弁が離生し，
また柱頭は点状，D： ミカワチャルメルソウ（岐阜県産），E： コシノチャルメルソウ（新潟県産），
F： モミジチャルメルソウ（京都府産），G： シコクチャルメルソウ（高知県産），H： ツクシチャ
ルメルソウ（熊本県産），I： ツクシチャルメルソウ（熊本県産），J： ヤマトチャルメルソウ（三重
県産），K： トサノチャルメルソウ（徳島県産），L： タイワンチャルメルソウ．スケール＝5mm．
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・エゾノチャルメルソウ Mitella integripetala H. Boissieu
　唯一エゾノチャルメルソウ節に属する種で，北海道北西部と東北地方に局所的に分布す
る．多くの産地では個体数はあまり多くない．両性株のみが存在し，自家和合性である．日
本産種では唯一花茎に大きな葉がつき，また葯と対生するのは花弁ではなく萼片であるた
め（図1B），花時は他種との区別は容易であるが，花が無い時はしばしば混生するズダヤク
シュやコチャルメルソウと区別するのがやや難しい．本種も他の日本産種とは類縁関係にな
く，また世界的にも姉妹種が存在しない特異な植物である．系統関係を反映した分類体系を
採用するならば，本種は日本固有のエゾノチャルメルソウ属とするのが妥当であろう．染
色体数は2n=14で2倍体である．本種も口吻の短い数種のキノコバエ類によって送粉される

（Okuyama et al. 2004, 2009）．2014年の開花期に福島県会津地方の自生地で観察したところ，
本種へのキノコバエ類の訪花は日中のみならず，月明かりのない深夜にも起こっていること
が分かった．花には刺激臭があり，送粉者は暗黒下でもこの臭いによって誘引されるのであ
ろう（花： 図1B，葉： 図2A）．
・チャルメルソウ節 sect. Asimitellaria Wakab.
　未記載種を含む以下の13分類群は全てチャルメルソウ節に属し，染色体数が2n=28の異質4
倍体（複2倍体）であること，雄蕊は5個で花弁と雄蕊が対生すること（図1C-L），種子は黒
熟せず表面に凹凸があること（図3），などの共有派生形質を有する．またタイワンチャルメ
ルソウを除き全て日本固有種である．また全種自家和合性で，一部の種では集団内に半数以

図2．	日本産チャルメルソウ属各種の葉（裏面）．A： エゾノチャルメルソウ（岩手県産）．B： コチャル
メルソウ（鳥取県産），C： チャルメルソウ（三重県産），D： モミジチャルメルソウ（京都府産），
E： シコクチャルメルソウ（高知県産），F： ツクシチャルメルソウ（熊本県産），G： オオチャル
メルソウ（宮崎県産），H： トサノチャルメルソウ（徳島県産），I： タイワンチャルメルソウ．ス
ケール＝5cm．
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下くらいの割合で必ず雄性不稔の株が存在する雌性両全性異株である．さらにモミジチャル
メルソウでは特殊化が進み雌雄異株である．なお，チャルメルソウ節はさらに3つの系統群
に分かれ，それぞれクレード A（コチャルメルソウ，ミカワチャルメルソウ，チャルメルソ
ウ，コシノチャルメルソウ，モミジチャルメルソウ），クレード B（タキミチャルメルソウ，
シコクチャルメルソウ，ツクシチャルメルソウ，ヒメチャルメルソウ，アマミチャルメルソ
ウ），クレード C（オオチャルメルソウ，ヤマトチャルメルソウ，トサノチャルメルソウ，ク
マチャルメルソウ，タイワンチャルメルソウ）である．クレード B は種子表面に乳頭状ある
いはかぎ状の突起が散生すること（図3A），クレード C は縦に長い葉で特徴付けられる（図
2G-I）．なお，各クレード内での種間雑種にはわずかに稔性がある場合が多いが，クレード
間での種間雑種は不稔となる（Okuyama and Kato 2009）．

〈クレードA〉
・コチャルメルソウ Mitella pauciflora Rosend.
　日本産チャルメルソウ属では最も広域に分布する種で，雌蕊が直立し，花柱は分岐せず柱
頭が点状となること，雄蕊と花弁が離生すること，顕著なほふく茎を出すことなど，特徴的
な形質を持つ特異な種である．両性株のみが存在する．本種は広い分布域を反映して遺伝的
にも形態的にも多様であり，詳細な遺伝解析を行うと地域ごとに著しい遺伝的分化が確認で

図3．	チャルメルソウ節の種子．A： シコクチャルメルソウの種
子．種子は熟しても茶色く，うね状の隆起の上に乳頭状の
突起が散生する，B： チャルメルソウの種子．うね状の隆
起があるが，突起は無い．スケール＝0.5mm．
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きる（奥山 未発表データ）．本種はチャルメルソウ節では唯一染色体数にも変異が確認され
ており，東北地方の集団に2n=42の3倍体があることが知られている（若林 1973）．つくば市
の同一条件下で栽培していても，多雪地域の集団では葉が著しく大型になる傾向があり，ま
た開花も遅い．もうひとつ本種の最も重要な特徴は，その広い分布を反映して，他の多くの
種と同所的に見られる集団があることである．著者が確認している限り，本種と同所的に見
られる種は，ミカワチャルメルソウ，チャルメルソウ，タキミチャルメルソウ，シコクチャ
ルメルソウ，モミジチャルメルソウ，オオチャルメルソウ，ヤマトチャルメルソウの7種で
ある．これらの種との間では，以下の3つの生殖隔離機構が働いていると考えられる．まず，
送粉者の違いによる隔離．本種は口吻の短いキノコバエ類によって特異的に送粉される（図
4A）が，同所的に見られる種のうち4種ではミカドシギキノコバエだけが特異的に訪花する．
次に，花期の違いによる時間的な隔離．本種は他種よりもやや花期が早い．最後に，花粉の
付着部位の違いによる隔離である．他種とは花形態が異なり，葯が上部に裂開する（他種で
は葯は側面で裂開する）ことを反映して，送粉者の脚の付け根に花粉が多くつくようである

（図4A の送粉者の体と葯の位置関係に注目）．一方他種の場合，花粉は専らキノコバエの頭
部に固まってつく．送粉者の違いによる隔離については，最近著者らが詳細なメカニズムを
報告したが（Okamoto et al. 2015），残りの2つの隔離メカニズムについては今後の研究が待
たれる（花： 図1C，葉： 図2B，送粉者： 図4A，根茎： 図5A）．
・ミカワチャルメルソウ Mitella furusei Ohwi var. furusei

　岐阜県，長野県，愛知県，静岡県に帯状に分布する種で，チャルメルソウとは花弁の分裂
がより多いことで区別される．雌性両全性異株．地域によって遺伝的に分化が見られるが，
全体としては単系統のようである．本種を含めたチャルメルソウ節の2種2変種は，ミカドシ
ギキノコバエただ1種に特異的に送粉されるという非常に特殊な生態を持つ．これらの種は

図4．	日本産チャルメルソウ属の送粉様式．A： コチャルメルソウに訪花したフタマタキノコバエ
（Boletina sp.）のオス，B： チャルメルソウに訪花したミカドシギキノコバエ（Gnoriste mikado 
Okada）のオス．スケール＝5mm．
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いずれも萼裂片が直立するという形態的特徴を持つ（図1D, G）が，これはミカドシギキノ
コバエの長い口吻に適応して蜜源を花の奥に隠したものであると考えられる（図4B）．また，
著者らの最近の研究で，この送粉者との特異的な関係を支配しているのは，これらの種の花
から放出される香り成分ライラックアルデヒドであることが明らかになっている（Okamoto 
et al. 2015）．なお，ミカドシギキノコバエは，口吻の短いキノコバエ類よりも発生がやや遅
いため，開花の初期には訪花が全く観察できない（花： 図1D）．
・チャルメルソウ Mitella furusei Ohwi var. subramosa Wakab.
　鈴鹿山地以西の西日本に広く分布する種である．雌性両全性異株．実は3つの遺伝的に異な
る集団で構成されている．すなわち，タイプ産地を含む近畿地方北部の集団，紀伊半島およ
び四国の集団，中国地方と九州北部に分布する集団である．これらのタイプ間では，花柱の
長さ等形態的にも違いが見られるが（Wakabayashi 1973），その連続性については検討が必
要である．本種も基変種と同様，ミカドシギキノコバエが特異的に送粉を行う（図4B）．花
には，チーズあるいはゴムのような独特のにおいがあり，その主成分はやはりライラックア
ルデヒドである（葉： 図2C，種子： 図3B，送粉者： 図4B）．
・コシノチャルメルソウ Mitella koshiensis Ohwi
　新潟県のほぼ全域と富山県の一部にだけ分布する非常に大型になる種である．雌性両全性
異株．形態的にはコチャルメルソウとチャルメルソウあるいはミカワチャルメルソウの中間

図5．	日本産チャルメルソウ属の根茎および托葉．A： コチャルメルソウのほふく茎，B： クマチャルメ
ルソウの根茎と互生する葉．C： オオチャルメルソウの根茎と束生する葉．D： タイワンチャルメ
ルソウの托葉，E： トサノチャルメルソウの托葉，F： クマチャルメルソウの托葉．A，B，C： ス
ケール＝2cm．D，E，F： スケール＝5mm．
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のようであり，実際に両種の雑種の後代では本種に似た形質を持つことから（Okuyama and 
Akashi 2013），雑種起源の種であることが疑われる．本種は花の匂いも中間的でライラック
アルデヒドをわずかに含み，それを反映してミカドシギキノコバエと口吻の短いキノコバエ
類の両方から訪花を受ける．なお本種の分布の詳細については大木（1980）に詳しい（花：
図1E）．
・モミジチャルメルソウ Mitella acerina Makino
　チャルメルソウ属の特徴である植物体全体の毛をほとんど失った特異な種である．他にも
雌雄異株であること，花序あたりの花数が著しく多いことなど，本種にしか見られない特徴
は多い．本種は沢沿いを好むチャルメルソウ属の中でも特に水際に特殊化した種であり，し
ばしば増水した沢に水没することすらある．このような生態を反映して，特に種子に興味深
い形質が見られる．すなわち，種子が熟しても種皮は緑色で柔らかいままであり，また種子
は決して水に沈まない．渓流による分散のための適応と考えられるが，その詳細なメカニズ
ムの解明が待たれる．本種はミカドシギキノコバエと口吻の短いキノコバエ類の両方から訪
花を受けるため，しばしばチャルメルソウと雑種を作り，また両種間での遺伝子浸透も確認
されている（Okuyama et al. 2005）．近年，深刻化が著しい近畿地方のシカ害のため，本種は
目に見えて減少した（雄花： 図1F，葉： 図2D）．

〈クレードB〉
・タキミチャルメルソウ Mitella stylosa H. Boissieu var. stylosa

　鈴鹿山地に特異的に見られる種で，両性株のみが存在する．地理的に接して分布するチャ
ルメルソウやミカワチャルメルソウに酷似するが，別系統の種である．これらの種とは送粉
様式を含め生態的にも酷似しているため，安定的に共存することはできないと考えられる．
チャルメルソウの仲間の中でも最も多量に花の香りを出す種であるが，とくに送粉者である
ミカドシギキノコバエの訪花頻度が多いわけではなく，その適応的意義は不明である．
・シコクチャルメルソウ Mitella stylosa H. Boissieu var. makinoi (H. Hara) Wakab.
　四国では広く見られ，多産する種で，両性株のみが存在する．九州にも隔離分布するが，
四国の集団との遺伝的分化はそれほど大きくないようである．本種も基変種と同様，ミカド
シギキノコバエが特異的に送粉を行うが，花の香りの放出量は基変種ほど多くない（花： 図
1G，葉： 図2E，種子： 図3A）．
・ツクシチャルメルソウ Mitella kiusiana Makino
　両性株のみが存在する．九州の中部を中心に比較的広く見られるが，阿蘇溶結凝灰岩が分
布する地域では分布が欠落していることが仮屋崎（1989）によって指摘されている．一方でオ
オチャルメルソウにはこのような分布の欠落は見られず，阿蘇の火山活動の影響が種によっ
て異なっている点は大変興味深い．本種の種子表面の突起は特に良く発達し，かぎ状となる
が，これは，表面積を大きくして水に沈まないようにする適応である可能性がある．本種は
ミカドシギキノコバエと口吻の短いキノコバエ類の両方から訪花を受け，花にはリナロール
を主成分とするさわやかな香りがある．同所的に見られるオオチャルメルソウやクマチャル
メルソウとしばしば不稔の雑種を作り，地域によっては雑種の個体数は少なくない（花： 図
1H，葉： 図2J）．
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・ヒメチャルメルソウ Mitella doiana Ohwi
　屋久島に固有の極度に矮小化した種で，両性株のみが存在する．本種の送粉様式は未知で
あるが，花は極めて小さく花弁も退化しており，また開花状態で柱頭と葯が接する構造に
なっていることから，専ら自動自家受粉を行っているものと考えられる．本種の姉妹種は奄
美大島でごく最近発見されたアマミチャルメルソウである．
・アマミチャルメルソウ Mitella sp. 1
　奄美大島でごく最近発見された種で，両性株のみが存在する．極めて限られた場所に3集団
ほどが確認されており，そのうち1集団では個体数は少なくない．本種も送粉は専ら自動自家
受粉によると考えられ，種内の遺伝的多様性も低い．

〈クレードC〉
・オオチャルメルソウ Mitella japonica Maxim.
　九州で最も普通に見られる種であるが，四国での分布は局所的である．雌性両全性異株．
本種は分布の広さの割に，遺伝的多様性はあまり高くないようであり，比較的分散速度が速
いものと考えられる．なお，後述するように近畿地方に分布するものは別種である．本種も
ミカドシギキノコバエと口吻の短いキノコバエ類の両方から訪花を受け，花からはライラッ
クアルデヒドを少量放出する．花には青臭い特徴的なにおいがあるが，成分を分析すると
チャルメルソウなどとあまり変わらず，このにおいの正体は不明である（花： 図1I，葉： 図
2G，根茎： 図5C）．
・ヤマトチャルメルソウ Mitella sp. 2
　従来近畿地方に分布するオオチャルメルソウとされてきたものだが，著者による分子系統
解析と交配実験の結果，四国，九州のオオチャルメルソウとは全く異なる種であることが明
らかとなった（Okuyama and Kato 2009）．近畿の大和地方が分布の中心であるため，この
和名を与えた．雌性両全性異株．なお，開花期であれば形態でも花序あたりの花数，花弁の
分裂数，雌蕊の形状などでオオチャルメルソウとは比較的容易に区別できる．また本種はオ
オチャルメルソウと異なり，ミカドシギキノコバエの訪花を受けない点で生態的にも異なっ
ている．また花には鼻で感じられるにおいがほとんど無く，ライラックアルデヒドも放出し
ない．しばしば同所的に生育するチャルメルソウはミカドシギキノコバエにのみ送粉される
ため，両種間で花粉が移動することは滅多に無いと考えられるが，数例雑種が見つかってい
る．これは，両種ともに低頻度ではキノコバエ以外の昆虫の訪花も受けるためだと考えられ
る（花： 図1J）．
・トサノチャルメルソウ Mitella yoshinagae H. Hara
　四国東部に局所的に分布する種であるが，自生地では個体数は比較的多い．雌性両全性異
株．本種はほとんどの集団でシコクチャルメルソウと混生するが，本種はミカドシギキノコ
バエの訪花を受けず，口吻の短いキノコバエにのみ送粉されることもあり自然雑種はできな
いようである（花： 図1K，葉： 図2H，托葉： 図5E）．
・クマチャルメルソウ Mitella sp. 3
　従来九州に分布するトサノチャルメルソウとされてきたものであるが，遺伝的には全く異
なっており，トサノチャルメルソウと姉妹種の関係にもないため，別種とするのが妥当であ
る．九州の球磨地方が分布の中心であるため，この和名を与えた．両性株のみが存在する．
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形態的にはトサノチャルメルソウに酷似するが，より小型であり，また托葉の形態が異なる
ことで区別できるようである．自生地は極めて限られており，また多くの場所では個体数も
多くない．また，本種は一見オオチャルメルソウに似ており，またツクシチャルメルソウと
の雑種も多いため，個体数や自生地の数が過大評価される傾向にあると考えられ，保全上で
も注意が必要である（根茎： 図5B，托葉： 図5F）．
・タイワンチャルメルソウ Mitella formosana (Hayata) Masam.
　チャルメルソウ節で唯一日本に分布しない種だが，ここで簡単に取り上げることとする．
本種は台湾の標高1,000m を越える山地の湿潤な林床に広く見られ，両性株のみが存在する．
本種は栽培下では他種と比べてだらだらと開花する傾向がある．これはおそらく低緯度かつ
高標高に適応しているため，日長に対する感受性が変化しているためであると考えられる．
また，自生地では開花のピークは3月ないし4月であると考えられるが，8月や9月にも開花個
体を見ている．なお本種は口吻の短いキノコバエ類に送粉を依存している（Okuyama 2012）．
ミカドシギキノコバエが本種に訪花することはなく，そもそも台湾には分布しないのかもし
れない（花： 図1L，葉： 図2I，托葉： 図5D）．

各県別の分布
　以下に著者がこれまで行ってきた野外調査と，各県の植物誌その他の情報から，各県別の
種の分布状況をまとめた．また，この情報を簡単に図6にまとめた．ここに挙げられていない
ものがもし見つかれば新産地である可能性が高い．また未確認としたものは現在当地での自
生状況が不明のものであり，いずれも情報提供を頂ければ幸いである．なお，ここでは北日
本を中心に広域に分布するズダヤクシュについては除外したが，花や果実が無い時期にはエ
ゾノチャルメルソウやコチャルメルソウに似ており注意が必要である．
　北海道： 北東部にはマルバチャルメルソウが，北西部にはエゾノチャルメルソウが自生
し，両者が混生することはない．両種は葉の大きさ，形が全く異なるため，識別は容易であ
る．
　東北6県： 多くの場所ではコチャルメルソウ1種しか自生しないが，稀にエゾノチャルメル
ソウが見られる．エゾノチャルメルソウは青森県，岩手県ではやや広くに分布するが，その
他の県では奥羽山脈の東西に沿って局所的に見られるのみである（上野・大橋 2007）．両種は
混生する場合も多いが，花あるいは果実が見られない時期ではやや見分けるのが難しい．エ
ゾノチャルメルソウはコチャルメルソウに比べて葉がより五角形になり先が尖り，また，葉
柄や葉の表面の毛が細く短いことで見分けることができるが，両種とも変異の幅が大きくや
や難しい（図2A, 2B）．花茎が伸びている場合は，エゾノチャルメルソウでは花茎に葉がある
こと，花弁が切れ込まないこと，果実の場合は種子が黒熟することで容易に区別できる．
　関東1都6県： コチャルメルソウ1種しか自生しない．
　新潟県： ほとんどの場所ではコシノチャルメルソウ1種が自生するが，北東部，内陸部およ
び佐渡島ではコチャルメルソウが見られる．両者の混生集団は，著者の知る限りでは無いよ
うである．コシノチャルメルソウは葉の色や形はコチャルメルソウに似るが，ほふく茎を出
さないで根茎が斜上あるいは直立することで，コチャルメルソウと区別できる．花期には花
の形態でも区別が容易である．
　富山県： 黒部川の東側にコシノチャルメルソウの自生があるほかは，全てコチャルメルソ
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ウである．
　石川県，山梨県： コチャルメルソウ1種しか自生しない．
　長野県： 本州で唯一，マルバチャルメルソウの自生が知られている．マルバチャルメルソ
ウが自生するのは南アルプス北部の石灰岩地の山，釜無山と白岩岳の標高1,500m 以上の林床

図6．	各県別で塗り分けたチャルメルソウ属分布図．コチャルメルソウの分布の有無と，記録されている
種数で色分けした．
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に限られ，他種と混生することは無い．また県南部にはミカワチャルメルソウが自生し，県
全域で見られるコチャルメルソウとしばしば混生する．
　愛知県，静岡県： 両県境を中心にミカワチャルメルソウが分布し，広域に分布するコチャ
ルメルソウとしばしば混生する．
　岐阜県： ミカワチャルメルソウとタキミチャルメルソウが県南部に自生するが，花あるい
は果実が無い時期には両種を識別するのは困難である．両種はふつう混生しないが，若林

（1973）によると，岐阜県垂井町梅谷では2種が同所的に見られるという．コチャルメルソウ
は県全域に自生し，しばしば前2種と混生する．岐阜県内にはこの他にチャルメルソウも自生
する可能性があるが，未確認である．
　福井県： モミジチャルメルソウ，チャルメルソウが嶺南地域に分布し，しばしば混生する．
コチャルメルソウは県全域で見られ，まれに前2種との3種が同所的に見られることがある．
　滋賀県： 琵琶湖をはさんで県東部（鈴鹿山地）にタキミチャルメルソウが，県西部にモミ
ジチャルメルソウが分布する．チャルメルソウは県広域に見られるが，タキミチャルメルソ
ウの分布域には自生しないと考えられる．コチャルメルソウは県全域で見られ，前3種と混生
する．
　京都府： 県北部にモミジチャルメルソウが分布する．コチャルメルソウ，チャルメルソウ
は広域に見られ，前種と同所的に見られる．また南部にはヤマトチャルメルソウの府唯一の
自生地があり，チャルメルソウと同所的に見られる．
　三重県： タキミチャルメルソウが県北部の鈴鹿山地に自生する．藤原岳付近までの分布は
確認しているが，南限は未確認である．チャルメルソウは県北部と県南部に局所的に分布す
るが，タキミチャルメルソウと混生することは無いようである．この他にヤマトチャルメル
ソウは奈良県との県境付近に分布し，コチャルメルソウは中南部に局所的に分布する．
　奈良県： コチャルメルソウ，ヤマトチャルメルソウが広く分布し，チャルメルソウはやや
局所的である．これらの種はしばしば同所的に見られる．
　大阪府： チャルメルソウとヤマトチャルメルソウが生駒山地から和泉山脈にかけて見ら
れ，両種はしばしば混生する．この他にコチャルメルソウが箕面から記録があるが，未確認
である．
　兵庫県： コチャルメルソウが県東部を除く地域に広く分布し，チャルメルソウが鳥取県と
の県境付近と県南東部に局所的に分布する．淡路島北部にもチャルメルソウが自生する．
　和歌山県： コチャルメルソウが県北部に，チャルメルソウが県北部と南部に分布するが，
いずれも局所的で，ふつう個体数も多くない．
　岡山県： コチャルメルソウのみが自生し，チャルメルソウは分布しないものと考えられる
が，隣県に分布することから今後新たに発見される可能性もある．
　鳥取県，島根県，広島県，山口県： コチャルメルソウ，チャルメルソウが分布する．しば
しば両種が根生しているようだが，未確認である．隠岐島（島後）にはコチャルメルソウが
自生する．
　徳島県： 県西部にコチャルメルソウが，県東部にトサノチャルメルソウがそれぞれ分布
し，両種は混生しない．この他にシコクチャルメルソウが広く分布し，しばしば前2種のいず
れかと同所的に見られる．またオオチャルメルソウの記録もわずかにあるが未確認である．
　香川県： シコクチャルメルソウ1種のみが分布する．
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　愛媛県： コチャルメルソウ，チャルメルソウ，シコクチャルメルソウ，オオチャルメルソウ
が分布する．この他に宇和島市からツクシチャルメルソウの採集記録があるが，現在では確
認できないため，絶滅したものと思われる．チャルメルソウは四国では津島町が唯一の産地
であり，この集団は遺伝的には紀伊半島の集団に近縁であることが分かっている（Okuyama 
and Uno 2012）．自生地は遷移が進んだためか著しく光環境が悪化しており，すでに開花個
体もなく絶滅寸前である．現在，筑波実験植物園では3株を域外保全している．
　高知県： コチャルメルソウ，シコクチャルメルソウ，トサノチャルメルソウの3種が分布す
るが，いずれも局所的である．県東部の馬路村周辺では3種全てが見られるが，これらの種が
混生することはあまり無いようである．
　福岡県： コチャルメルソウ，オオチャルメルソウが分布する．著者は未確認だが，両種が
混生することもあるようである．また古処山からツクシチャルメルソウの記録があるが，現
状は未確認である．
　佐賀県： コチャルメルソウ，オオチャルメルソウ，チャルメルソウが分布する．チャルメ
ルソウの分布は多良岳周辺に限られる．この他に背振山からツクシチャルメルソウの記録が
あるが，他の本種の産地からはかなり外れているので，確認を要する．
　長崎県： 多良岳周辺にオオチャルメルソウ，チャルメルソウが分布し，時に混生する．オ
オチャルメルソウについては他にも産地があるようである．なお対馬，五島列島などの離島
にはチャルメルソウ属は自生しない．
　熊本県： 熊本県は全都道府県で最多の5種，すなわちコチャルメルソウ，オオチャルメルソ
ウ，シコクチャルメルソウ，ツクシチャルメルソウ，クマチャルメルソウが分布する．この
うち，オオチャルメルソウ，ツクシチャルメルソウが広く見られる他はいずれも局所的であ
る．特にシコクチャルメルソウは県内では人吉市大野渓谷の1箇所にしか自生がない上，おそ
らくシカ害などのために植生の劣化が著しく，危機的な状況である．またツクシチャルメル
ソウとオオチャルメルソウ，あるいはツクシチャルメルソウとクマチャルメルソウはしばし
ば不稔の雑種を作り，球磨郡五木村大滝ではこの雑種が純粋なクマチャルメルソウよりもは
るかに広範に広がった群落を作っているのが見られる．なお，熊本県内のチャルメルソウ属
各種の分布については，仮屋崎（1989），仮屋崎ら（1990）に詳しい．
　大分県： コチャルメルソウ，オオチャルメルソウ，ツクシチャルメルソウが分布するが，
オオチャルメルソウ以外は局所的である．
　宮崎県： オオチャルメルソウ，ツクシチャルメルソウが広く分布するが，両種が混生する
ことはまれである．この他に県南西部にクマチャルメルソウがわずかに分布する．
　鹿児島県： 大隅半島にはシコクチャルメルソウとオオチャルメルソウが分布し，両種とも
にこれが分布南限である．両者が混生することは無い．シコクチャルメルソウは稲尾岳およ
びその周辺域で見られ，オオチャルメルソウは甫与志岳，野首岳などで見られる．薩摩半島
の分布は未確認である．屋久島では標高500m 以上の湿潤な林床に，固有種ヒメチャルメル
ソウのみが自生する．またごく最近，奄美大島でヒメチャルメルソウに良く似た新種アマミ
チャルメルソウが発見されている．
　沖縄県： チャルメルソウ属が自生しない唯一の都道府県である．
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同定のポイント
　チャルメルソウ属の種同定は難しいという意見を時折耳にするが，ポイントを押さえれば
簡単であり，花期以外でも同定が可能な場合が多い．以下に，花期以外も使える識別点につ
いてまとめた．
1）葉
　葉の形質はチャルメルソウ属において非常に有用な種の識別点となる．典型的な葉の類型
を以下に示し，それぞれに属する種を以下にまとめた．
・葉の裏面および葉柄はほぼ無毛．→モミジチャルメルソウ（図2D）
・�葉の裏面および葉柄には短い毛が多いが，長毛はあってもまばら．→エゾノチャルメルソ

ウ，マルバチャルメルソウ（図2A）
（以下共通）葉の裏面および葉柄には長毛が密生する．
・�葉は常に著しく小さく，葉身長が3cm を越えることは無い．→ヒメチャルメルソウ，アマ

ミチャルメルソウ
・�葉には丸みがあり幅と長さがほぼ同長，葉裏はあまり紅色に着色しない．→ズダヤクシュ，

コチャルメルソウ，コシノチャルメルソウ（図2B）
・�葉は幅と長さがほぼ同長かやや縦に長い程度で，かつ葉は濃緑色で葉裏は葉脈を中心に，

時に葉裏全体に紅色に着色する．→ミカワチャルメルソウ，チャルメルソウ，タキミチャ
ルメルソウ，シコクチャルメルソウ（図2C, 2E）

・�葉は幅と長さがほぼ同長かやや縦に長い程度で，深く鋭く切れ込む．→ツクシチャルメル
ソウ（図2F）

・�葉が著しく縦に長い．→オオチャルメルソウ，ヤマトチャルメルソウ，トサノチャルメル
ソウ，クマチャルメルソウ（図2G, 2H）

・�葉は常にやや縦に長く，葉裏はやや紅色に着色することがある．→タイワンチャルメルソ
ウ（図2I）

2）根茎の様子
　マルバチャルメルソウ，エゾノチャルメルソウ，トサノチャルメルソウ，クマチャルメル
ソウ，ツクシチャルメルソウ，コチャルメルソウの6種は根茎の節間が伸長し地上を横に這
い，時にほふく茎となり（マルバチャルメルソウ，コチャルメルソウ，モミジチャルメルソ
ウ［図5A］），葉が互生する（図5B）点で特徴的である．なお，オオチャルメルソウでも根茎
はやや横に這う傾向があるが，根茎の節間はほとんど伸長せず，葉はほぼ束生する（図5C）．
3）托葉
　チャルメルソウ属では葉柄の基部に膜質の托葉（図5B, 5C）があるが，この形状も重要な
識別点である．
・�左右の托葉が癒合して1枚になっており，辺縁は滑らかでほぼ全縁～わずかに鋸歯縁．（図

5D）→クレード A，B の全種，タイワンチャルメルソウ
・�托葉が左右に分かれている．辺縁は滑らかでほぼ全縁～わずかに鋸歯縁．（図5E）→トサ

ノチャルメルソウ
・�托葉が左右に分かれている．辺縁の鋸歯が顕著で，毛が生えているように見える．（図5F）

→オオチャルメルソウ，ヤマトチャルメルソウ，クマチャルメルソウ
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終わりに
　今回，受賞記念論文を寄稿するという類い稀な機会を得て，著者が思いつく限りのチャル
メルソウ属各種の自然史についての知見を洗い出すこととした．短い期間で書き上げたため
に文献調査や標本調査が大変粗いものになってしまったのは心苦しい限りだが，それでも本
稿によって，一見どれも似たように見えるチャルメルソウ属の各種がそれぞれ魅力的な生活
史特性を有していることが伝われば幸いである．
　これまで著者の興味関心から，送粉者との関係についてはかなり深く掘り下げてきた．一
方で送粉者と関わる形質以外の多様性については，著者自身もまだほとんど踏み込むことが
できていない．例えば両性から雌性両全性異株，雌雄異株に至る性的二型や，根茎が横に這
い，時にほふく茎を出す栄養繁殖能力などは，明らかにチャルメルソウ類で複数回起源して
おり興味深い．これらは他の植物群にも共通する進化プロセスであるため，チャルメルソウ
類をモデルとすれば，その生理的，進化生態学的背景についてより詳細に理解できると考え
られる．
　さらに，以上で述べなかった興味深い現象として，植物寄生菌との関係がある．日本産チャ
ルメルソウ属には，著者が認識しているだけでも，うどんこ病菌とさび病菌が特異的に寄生
することが分かっている．このうち，さび病菌は Puccinia tottoriensis Hiratsu. と名が与えら
れているが，うどんこ病菌については詳細不明である．うどんこ病菌は葉の上面に，さび病
菌は葉の裏面に見られるが，特に後者は栽培下では消えてしまい，野外でしか見ることがで
きない．またうどんこ病菌はチャルメルソウ節クレード C の一部の種のみにしかつかないよ
うである．さび病菌については，複数の近縁種が北米産のチャルメルソウ類を含むユキノシ
タ科の植物からも報告されている（Savile 1975）．大陸をまたいだこれらの植物寄生菌とチャ
ルメルソウ類との共進化や，ホストーパラサイト間の遺伝構造の解析なども，非常に興味深
いテーマであると言える．
　最後に，チャルメルソウの仲間はユキノシタ目に属し，これは多くの種でゲノム解析が進
む被子植物にあって1種もゲノム情報が得られていない数少ない系統群のひとつである．幸
いにしてチャルメルソウの仲間は，染色体のサイズから類推してゲノムサイズがかなり小さ
いと考えられるため，ユキノシタ目ではじめての全ゲノム解読もいよいよ現実的になってき
た．そうなれば，上記のようなテーマの研究も新たな局面を迎えるだろう．

　今日のチャルメルソウ類の研究成果は，若林三千男先生（首都大学東京）の重厚な分類学
的研究の基盤があってはじめて成し遂げられたものである．また，チャルメルソウ類を研究
材料にすることを思い立った当初から今に至るまで，加藤真先生（京都大学）と村上哲明先
生（首都大学東京）には常に暖かい指導や励ましの言葉を頂いてきた．先生方には，ここで
あらためてお礼を申し上げたい．
　また仮屋崎忠氏（熊本市）には植物分類学会熊本大会で九州のチャルメルソウ類について
の貴重な情報を頂き，さらにその後にご本人の執筆した文献をお送り頂いた．他にも斉藤政
美氏（宮崎県博），兵頭正治氏（東温市），田畑満大氏（奄美市），岩崎貴也氏（京都大），を
はじめ，各地域でチャルメルソウ属に興味を持っている方々から貴重な標本資料や情報を頂
いてきたことは本稿執筆の大きな動機となった．
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